















GEOLOGICAL STRUCTURE AND SEISMIC HAZARD RISK AREA 








The purpose of this study was to restore the original terrain class topsoil, as well as Kanto loam layer was 
removed by using a boring data about 800 data of eastern Shinjuku. This dates back to the time axis, explore 
the history of the modification. Then, back to modern time axis, when assessing the risk of an earthquake 
occurs, the proposal of a new risk areas. 











































































































質粘性土(ローム)，⑥礫の 6 つに分類する． 




くと 2~11 層目までほとんど同じ出現傾向である． 














ボーリング名 掘削開始年月日 掘削終了年月日 水位（m） 坑口標高（TP）
032-002 1.70
⑥ ⑧
深度（m） 土質第1分類 土質第2分類 土質第3分類 色調 深度（m） N値 貫入量（cm）
2.80 盛土 暗褐色～暗茶褐色～黄茶褐色1 1.9 31
4.50 腐植土 黒褐色 2 4.8 31
5.85 細砂 礫混じり 青緑灰色 3 2.6 34
6.10 シルト 黄茶褐色 4 3.5 34
6.50 砂礫 黄茶褐色 5 2.9 31
8.25 細砂 暗黄灰色 6 10.3 32
8.80 細砂 粘土質 暗黄灰色 7 44 30
10.25 シルト 硬質 暗灰色 8 28 30













図 3 現在の地形 
表 1 ボーリングデータベースの作成 







































 東京付近での富士山火山灰の厚さは 10m 前後，その年
代は 8～9 万年前である．よって，ロームを取り除くこと
で，8～9 万年前の地形を再現出来る 2)．図 4 と図 5 と同








ID Elev New_Elev Minus
070-075 20.36 7.46 12.90
062-017 29.20 18.75 10.45
070-056 25.74 15.84 9.90
053-014 27.84 18.24 9.60
071-020 12.91 3.81 9.10
035-004 23.38 14.68 8.70
059-003 25.21 16.56 8.65
053-006 27.28 18.68 8.60
071-027 20.49 11.89 8.60
060-005 28.57 20.07 8.50
053-013 27.42 19.12 8.30
062-018 29.20 21.00 8.20
045-010 29.49 21.49 8.00
土質＼層目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
1.埋土・盛土・表土 752 99 90 22 6 2 2 0 0 0 0 0 0
2.シルト類 0 66 72 78 76 83 93 84 74 64 56 34 38
3.粘土類 6 123 359 263 189 133 90 76 65 62 51 35 34
4.砂類 3 38 133 266 345 396 394 351 300 249 217 198 157
5.ローム類 42 424 149 36 7 3 0 1 1 0 0 0 0
6.礫類 2 6 86 166 161 125 108 105 91 84 62 50 31
表 2 土質出現傾向 
表 3 標高値・差値・除去標高値の例 
図 4 埋土・盛土・表土を除去した地形 
図 5 埋土・盛土・表土を除去した地形(処理後) 



































げられる(図 9②)．図 9 を見ると，まるで穴が空いている





























推定 18 世紀初頭，数千年~数万年前と 3 時期あるが，現
在と推定 18 世紀初頭，推定 18 世紀初頭と数千年~数万年
前のようにひとつ前の時期の落水線と比較していく．そ
れぞれを図 11 と図 12 に示す． 
図 7 傾斜角(現在の地形) 
図 8 傾斜角(埋土・盛土・表土を除去した地形) 
図 9 傾斜角(ロームを除去した地形) 
① 
② 
図 10 貯水池の位置 



















































公園の有無に「密集市街地整備法 第 5 章 防災街区整
備地区計画等」を参考にして，木造建物から 6m 以内の
エリアに属する面積・建物棟数を加える．これを「火災








図 11 落水線図(現在と推定 18 世紀初頭) 
図 12 落水線図(推定 18 世紀初頭と数千年～数万年前) 























地盤に関しては，抽出した 3 地域は推定 18 世紀初頭以
前に形成されているため，地盤が不安定であるという仮
説を立てている．これを「地震に対する建物・住民の危








































 表 8 は青の地域内の道路幅員の分布である．地域内の





図 15 は幅員 4m 以上の道路分布を示している．青の地
域を取り囲むように幅員 4m以上の道路が分布している．
対象地域内の公園に接している道路はいずれも幅員 4m






木造建物から 6m のエリア(図 16 赤のエリア)に隣接する








火災延焼危険度 赤の地域 緑の地域 青の地域
１．建物密度（面積比） 0.58 0.68 0.65
２．建物構造
木造「面積(㎡)/軒」 177/4 59/1 427/5
割合 0.016 0.0077 0.031
３．木造建物から６ｍ以内のエリア
建物数 17 4 32
面積(㎡) 1138 360 1865
エリアの割合 0.052 0.023 0.066
４．道路・公園
道路面積(㎡) 2546 3305 4434
道路面積率 0.12 0.21 0.16
公園の面積(㎡) 0 0 1551
公園数 0 0 2
地震に対する建物・住民の危険度 赤の地域 緑の地域 青の地域
建物倒壊危険度
１．建物の棟数（面積あたりの棟数） 0.0063 0.0066 0.0068
２．構造
木造件数 4 1 5
割合 0.0004 0.0001 0.0004
その他件数 118 75 137
割合 0.011 0.0097 0.010
住民の危険度（体感する揺れ）
３．建物の揺れ具合
底面積の形 1.6 1.7 2.4
高さと底面積の比 0.077 0.096 0.13









表 5 地震に対する建物・住民の危険度項目 
表 6 火災延焼危険度 
表 7 地震に対する建物・住民の危険度 



































































































図 15 幅員 4m 以上の道路分布 
図 16 火災延焼危険エリア 
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